






〔はじめに〕 

川崎病罹患児の 15%程度のものには冠状動脈病変が発生することが認められている。現在

この点をいかに防ぐかということが最大の関心事の1つである。本症では血管病変が微小

循環系から始まる可能性があること,血小板の増多と共に凝固系の亢進があること,線溶系

の亢進はさほど顕著なものがみられないことなどがみられる。従って,可及的に早い病日か

ら線溶活性をもつ UROKINASE(R)を用いることにより微小循環系の保持を行えば中小動脈

壁の病変を抑止できないかという可能性が考えられる。従って今回は転送されてきた患児

の川崎病の確定診断がつき次第できるだけ早期から UROKINASE(R)の投与を試み超音波心

ニコ一図で冠状動脈の変化を追跡することを試みた。 


